
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
は
早
急
に

策
定
す
べ
き
で
あ
る 

【
問
】
災
害
予
防
、
復
興
に
も
重
要

な
役
割
を
果
た
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
問
題
を
切
り
離
し
、
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
つ
く
る
こ
と
は
困
難

と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
区
民
】
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
明

確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計

画
を
早
急
に
策
定
す
る
。
こ
れ
を
基

に
住
民
と
の
協
働
で
、
各
地
域
の
個

別
計
画
を
順
次
、
策
定
し
て
い
く
。 

自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
被
保
護
者

が
主
体
的
に
利
用
す
る
も
の
で
あ
る 

【
問
】
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

自
ら
の
選
択
と
決
定
に
委
ね
、
強
制

す
べ
き
で
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

選
択
し
な
い
等
に
よ
り
、
指
導
・
指

示
違
反
と
し
て
保
護
の
停
・
廃
止
は

で
き
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
福
祉
】
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。
し

か
し
、
自
ら
持
て
る
能
力
を
発
揮
し

な
い
場
合
は
、
指
導
・
指
示
を
す
る

こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場

合
は
、
保
護
の
停
・
廃
止
を
行
う
こ

と
が
あ
る
。 

る
と
予
測
、
区
内
最
大
級
の
屋
敷
林

等
が
残
る
扇
地
区
も
例
外
で
は
な
い
。 

　
特
別
緑
地
保
全
地
区
指
定
の
要
望

や
、
国
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ

ン
」
に
つ
い
て
、
区
の
見
解
を
伺
う
。 

【
都
市
整
備
】
都
市
緑
地
法
の
改
正 

に
よ
り
、
特
別
緑
地
保
全
地
区
の
指

定
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
制
度
導
入

の
可
否
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。 

　「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
」
に

つ
い
て
は
、
全
庁
的
な
Ｐ
Ｔ
を
設
置

し
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。 

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
さ
ら
な
る

充
実
を 

【
問
】
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
増

車
、
巡
回
増
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
時
間
帯
に
よ
り
、
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
警
備
会
社
へ
の
委
託

増
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。 

【
危
機
管
理
】
車
両
を
区
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
員
が
借
り
や
す
い
環
境
を

つ
く
り
、
巡
回
増
を
目
指
す
。 

　
警
備
会
社
等
へ
の
委
託
増
は
、
隊

員
の
意
欲
を
そ
ぐ
懸
念
が
あ
る
の
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
方
式
を
継
続
し
、
現

行
の
民
間
委
託
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
深

夜
帯
に
集
中
し
て
実
施
し
た
い
。 

八
潮
市
に
対
し
、
桁
川
浄
化
の
た
め

の
対
策
を
強
く
求
め
る
べ
き 

【
問
】
桁
川
浄
化
に
つ
い
て
伺
う
。

①
八
潮
市
側
の
対
策
は
ど
う
か
。
②

国
や
都
、
埼
玉
県
の
見
解
と
行
政
指

導
の
権
限
は
ど
う
か
。
③
下
水
道
率

の
上
昇
率
等
も
提
示
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
④
ヘ
ド
ロ
を
固
め
る
費

用
負
担
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
土
木
】
①
桁
川
に
排
出
さ
れ
て
い

る
全
て
の
管
の
排
水
先
の
特
定
を
、

平
成
19
年
度
末
を
目
標
に
行
っ
て
い

る
と
聞
く
。
②
早
急
に
下
水
道
整
備

視
覚
障
が
い
者
の
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー

促
進
に
つ
い
て 

【
問
】
本
庁
舎
並
び
に
各
福
祉
事
務

所
等
へ
音
声
・
拡
大
読
書
機
の
設
置

を
強
く
要
望
す
る
が
見
解
を
伺
う
。 

　
ま
た
、
行
政
発
行
物
の
Ｓ
Ｐ
コ
ー

ド
導
入
・
拡
張
に
つ
い
て
も
伺
う
。 

【
福
祉
】
平
成
20
年
度
は
、
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
音
声
読
書
器
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
利
用
状
況

を
踏
ま
え
、
本
庁
舎
や
福
祉
事
務
所

窓
口
へ
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。 

　
区
発
行
物
で
は
、
現
在
「
障
が
い

者
の
し
お
り
」
等
に
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
を

導
入
し
て
い
る
。
可
能
な
も
の
を
精

査
し
、
導
入
・
拡
張
し
て
い
く
。 

発
達
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て 

【
問
】
就
学
時
ま
で
に
１
年
間
の
余

裕
が
あ
り
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し

て
最
適
で
あ
る
５
歳
児
健
診
の
導
入

を
強
く
望
む
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。 

　
ま
た
、
我
が
党
は
発
達
障
害
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
要
望
し
た
。
進

捗
状
況
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。 

【
福
祉
】
発
達
障
害
の
正
し
い
理
解

と
、
保
護
者
が
早
期
発
見
で
き
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
こ
と
や
、

発
見
後
の
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め

る
等
、
課
題
の
解
消
に
努
め
、
で
き

る
限
り
早
く
健
診
を
実
施
し
た
い
。 

　
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
、
障

害
福
祉
と
教
育
の
連
携
強
化
等
検
討

し
て
お
り
、
平
成
21
年
度
に
は
一
貫

し
た
支
援
体
制
を
確
立
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
発
達
障
害
者
支
援
法
見

直
し
の
動
向
も
見
据
え
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。 

貧
困
を
打
開
し
、
格
差
を
解
消
す
る

た
め
の
努
力
を
し
な
い
の
か 

【
問
】
暖
房
を
控
え
、
マ
フ
ラ
ー
を

巻
い
て
暮
ら
す
等
、
増
税
や
原
油
高

騰
が
原
因
で
区
民
生
活
は
深
刻
で
あ

る
。
今
あ
る
施
策
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
税
の
所
得
再
配
分
機
能
や

社
会
保
障
を
今
よ
り
重
視
す
る
の
か

ど
う
か
、
区
長
に
問
う
。 

【
区
長
】
現
行
の
福
祉
制
度
が
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
機
能
を
果
た
し
て

お
り
、
既
存
制
度
を
生
か
し
、
自
立

支
援
策
を
す
す
め
る
。 

　
ま
た
、
税
の
所
得
再
配
分
機
能
や

社
会
保
障
の
意
義
も
認
識
し
て
お
り
、

個
別
に
判
断
し
て
い
く
。
　 

ピ
ロ
リ
菌
除
去
に
対
す
る
支
援
策
を 

【
問
】
胃
潰
瘍
等
の
因
子
と
い
わ
れ

て
い
る
ピ
ロ
リ
菌
の
検
診
制
度
が
始

ま
る
が
、
菌
の
除
去
は
保
険
適
用
が

な
く
何
ら
か
の
支
援
策
を
求
め
る
。 

【
衛
生
】
検
査
で
陽
性
の
場
合
、
胃

内
視
鏡
検
査
を
受
け
、
胃
潰
瘍
等
の

所
見
が
な
い
場
合
に
は
除
菌
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
予
定
で
あ
る
。 

介
護
の
充
実
、
特
養
ホ
ー
ム
へ
の
運

営
費
・
建
設
費
補
助
の
拡
充
を 

【
問
】
介
護
保
険
の
改
悪
で
介
護
抑

制
が
起
き
て
い
る
。
①
渋
谷
区
の
よ

う
に
保
険
外
で
掃
除
等
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
。
②
介
護

報
酬
切
り
下
げ
で
運
営
困
難
な
施
設

に
運
営
費
補
助
を
行
う
べ
き
。
③
都

の
特
養
ホ
ー
ム
建
設
費
補
助
が
終
了

す
る
。
区
が
独
自
に
補
助
を
す
べ
き
。

と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
福
祉
】
①
財
政
状
況
か
ら
、
区
独

自
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
拡
充
は
困
難

で
あ
る
。
②
事
業
運
営
は
介
護
報
酬

の
枠
内
で
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
当

面
、
運
営
費
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

③
用
地
取
得
費
補
助
金
が
平
成
20
年

度
で
廃
止
に
な
る
が
、
建
設
補
助
は

増
額
に
な
る
。
建
設
進
展
す
る
補
助

制
度
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。 

少
人
数
学
級
の
実
施
は
都
の
同
意
が

な
く
て
も
可
能
で
は
な
い
か 

【
問
】
Ｔ
Ｔ
や
少
人
数
指
導
の
た
め

加
配
さ
れ
て
い
る
教
職
員
の
一
部
を

配
置
し
、
小
学
校
１
年
生
の
35
人
学

級
の
実
施
は
可
能
と
思
う
が
ど
う
か
。 

　
こ
れ
以
外
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法

が
あ
る
の
か
、
都
教
委
と
協
議
中
の

内
容
を
明
ら
か
に
し
、
区
民
に
理
解

を
求
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
教
育
次
長
】
都
は
、
加
配
教
員
を

少
人
数
学
級
に
あ
て
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
と
の
立
場
で
あ
る
。 

　
都
教
委
に
は
、
身
分
を
区
教
委
に

一
時
的
に
移
し
、
異
動
時
に
都
の
身

分
に
戻
る
割
愛
制
度
を
提
案
し
て
い

る
。
同
時
に
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講

師
等
、
平
成
20
年
度
中
に
検
討
し
、

区
民
の
理
解
を
得
て
い
き
た
い
。 

学
校
図
書
費
の
増
額
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
つ
い
て 

【
問
】
学
校
図
書
館
の
蔵
書
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
管
理
す
る
と
と
も
に
、
区

立
図
書
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
、

図
書
購
入
費
を
計
画
的
に
増
や
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
教
育
次
長
】
蔵
書
は
計
画
的
に
増

や
す
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
蔵
書
検
索
等
を
積
極
的

に
活
用
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
。 

　
な
お
、
蔵
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管

理
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。 


